科学 (特に 自然科学) と 技術 (第 一 に 物的 生産技術) 

との 関係 は、 今日で はすで に 陳腐な 問題の ように 響く。 

少なくとも 二 つの 間に 密接な 又 直接な 連絡の ある こと 

は 万人の 常識で ある。 にも拘らず 私に は、 ここに はま 

だ 匿され た 疑問が ひそんで いるよう に 思われる。 

まず 第一 に、 最近、 科学的 精神が 提唱され る こと 甚 

だ旺ん であるが、 勿論 これ は 日本の 現下 生産技術の 向 

上 を 促進す る 必要が あるから のこと だ。 では 一 体 何故 

科学的 精神が 生産技術 を 促進し 得る ので あるか。 科学 

が 技術に 原則 を 提供す るからで あるか。 併し 技術に お 

いて 原則的で ある もの は 必ずしも 科学に おいて 原則的 



である ものと 一 つで はない。 「応用科学」 とか 「科学の 

応用」 とかいう 旧い 言葉 は 今日 でも 無意味で はな い 。 

少なく ともこの 応用なる もの は 科学と は 一 つで ない。 

従来、 科学的 精神の 一 つの 型と して、 この 応用 を 軽蔑 

するとい う 精神 もあった ので ある。 

この種の 穿鑿に うるさく なった 常識 は、 科学と 技術 

と は 要するに 根本が 一 つか 共通 かで あるの だから、 と 

云う かも 知れない。 併し 科学 は (正に ギリシア 以来) 

認識 を 目的と する ものと 一般に 考えられ ている。 処が 

技術の 目標 は 云う 迄 もな く 実用的な 生産で ある。 仮に 

「科学す る 心」 というものがあると 仮定 すれば、 そうい 



う 心の 心持ち は 容易に 「技術す る 心」 (？) と は 一 つに 

ならない に 相違ない。 根本が 一 つ だと も 共通 だと も、 

簡単に は 云えない ことになる。 ここに 伏在す る 疑問 は、 

科学 教育に ついて 実際的な イデ ー を 決めようと でもす 

れば、 忽ち 暴露す る こと だ。 

科学と 技術との 連関 を 分析す る 必要 を 最も 手近かに 

感じて 来たの は、 一群の 科学 史家であった。 彼等の 問 

題の 出し 方 を 大雑把に 云って 了えば、 科学の 発達 は 科 

学 自身に 原因す るか、 それとも 技術の 方向に その 原因 

が 求められ ねばなら ぬか、 というの であった。 或いは、 

科学 の 発達が あって その 結果 技術の 発達が 可能と なる 



で、 軽薄な ので ある。 併し 二つ は 同じ 源に 発して いる。 

この 二 派の 対立 を 調停す るに は、 科学、 技術 交互 作 

用 論 を 以てする か、 鶏、 卵. 論 を 以てする か、 又は 水 

かけ 論説 を 以てする かし か あるまい。 即ち 科学と 技術 

との 発達に は 決った 先 後の 関係 はない ので、 具体的に 

は 両者の 交互 作用が ある だけ だ、 とする、 物 わかりの 

好す ぎた 俗論が 第一、 鶏と 卵と は どっちが 先 か あてて 

見ろ という 逆説が 第二。 両方と も 同じ 権利で 相反した 

主張 を 強調 出来る という 見物人 意識が 第三。 つま リこ 

の 解決 は 行 きづまりに 来たと いう ことで ある。 

さて この 行 きづまりの © 因 は どこに あるか。 それ は、 



科学の 目標 を、 従来の 公認 常識に 従って、 認識に ある 

としながら、 他方 之 を 技術と いう 生産の 過程に 結びつ 

けようと する ために、 勢い、 科学 を 外部から 取り扱わ 

なければ なら なくなり、 従って 前述の 事情に よって、 

科学 を 手段 的に 取り扱わざる を 得 なくなった、 そのた 

めで ある。 認識と いう カテゴリ ー と、 生産と いう カテ 

ゴリ— と は、 不覚に も、 旧来の 論理学で は 連絡が つい 

ていなかった。 わずかに 人間学 其の 他と いうよう な 狭 

い 盆地で、 ホモ. サピエンスと ホモ • ファ— ベルと が 

並べられた 程度に すぎない。 

技術が 生産 (第一義に は 物的 生産の ことで ある) を 



目標と する こと を 疑う の は、 まず 不必要 だし 又 不可能 

であろう。 技術 を 外部から 何 かの 手段と 考えれば その 

目的 は 何とで も 云える、 人類 を 解放す るの も 又 人類 を 

無能に する の も (実際 人間 は 羅針盤 や バスの ために 伝 

書 鳩 や 犬よりも 無能で ある)、 技術の 目的と 云えよう。 

しかし そういう 目的論ではなくて それ 自身の 内部的 目 

標が今 問題 だ。 技術と いう カテゴリ— が 問題な の だ。 

すると 技術の 目標が 生産に ある こと は、 当然す ぎる こ 

とで ある。 

併し 同様の 意味に 於て、 科学の 目標 は 認識で ある だ 

ろうか。 之 は 人 も 知る 通リ、 古来の 哲学 学派の 一 見解 



標を 技術と 直接 結びつい たものと して 設定すべき であ 

ろう。 科学の 目標 を 独立に (認識と いうよう に) 設定 

して 了って からで は、 間に合わな いので、 自然、 科学 

を その 目標 以外の ものに よ つ て 外部から 手段 化せざる 

を 得なくなる。 われわれ は 手続き を 一 歩 根本へ 向って 

進めて、 予め 科学の 目標と する もの をす でに 技術 自身 

に 直接 結合した ものの 内から 選定し なくて はならぬ。 

ここまで 来れば 誰でも 「生産」 という カテゴリ— を 

尤もな ものと して 思い付く だろう。 それ は 技術の 目標 

であった が、 それが 同時に、 或る 条件の 下に、 科学の 

目標で あると すれば、 問題 は 解かれる 可能性 を 生じる 



わけ だ。 II こういう 云い 方 は、 単に 理づ めで 理論的 

で 形式的 だが 之に 照応す る 事実 は 科学的 成果 を 相当 系 

統 的に 指摘 出来る し、 又 之に 通じる 意見 を 科学者の 思 

想から 選び出す こと も 出来る と 思う ので、 今日 之 はた 

だ の 可能性 ではないだろう。 

以上、 科学 は 認識 を 目標と すると 云う 代りに、 科学 

は 生産 を 目標に する (物 を 造る もの だ)、 という 見解の 

権利 づけの 一端 を 試みた ものである。 本当の 問題 は 科 

学に 於け る 生産 (物 を 造る) と は 何 か を 分析 的に 証明 

する ことで あるが、 時に ブリジ マン は、 プランク ゃァ 

イン シ ュ タインの 「測定し 得る ものの みが 科学的に 存 



在す る」 という 思想 を 拡張して 操作 (operation) 可 

能な 概念 だ けが 実在 的 だ と 考える。 科学と 技術との 関 

係から 見て この 操作と いう カテゴリ— は 興味が ある。 

之 を 造る と いう 範疇に 連絡して 見れば どうなる だろう 
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